



























































－  96  －－  97  －
青年期のジョン・アレクサンダー・マクドナルド（木野）
派のマッケンジーは、一八三七年に後のカナダである英領北アメリカ植民地を揺るがす事件を起こしたことで知られている。一八三七年に、ロワーカナダ植民地
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による伝記もあ




































































































































































































































































































場から再度トロントを攻撃しようと、一部の者とともに向かった。しかし、暗闇の中、二〇人ほどの見張りの守備隊に発砲され、パニックになり逃げだした。マッケ ジー止めようとしたが、多くの者は、自分 ちが考えて た武装デモではないとわかり、その晩のうちに、ある は朝に





















































にどのように加わったのか。ポープ よると、晩年マクドナルドは、 「私は（一八）三七年にマスケット銃 かつ だ」とよくそう語った。ある日、 「彼は私に彼の部隊が行 た長い行軍の話をしてくれた、どこからかは忘れたが、目的地はトロントだった。 『その日はあつかった
































































































































































下で、マクドナルドは、反乱 いう手段に訴 たマッケンジーら急進派に非はあるが、過度 イギリスへ 忠誠を訴









がこの反乱で学んだの 、アッパーカナダ して後のカナダが、民族的、宗教的、その他様々に対立する要素をはらんでいるが、それを武力に頼らず解決していくべきということではないか。それは、後に交渉や妥協によってカナダ自治領を誕生させ、牽引し マクドナルドの姿勢に表れた。　
マーティンが指摘するように、マクドナルドへの
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アメリカ入国時、自らポー 人と申告したため、ポーランド人とされ いる場合もある。
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